
一 島根医学検査一

「島根医学検査」　投稿規定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和5年8月1日改訂

投稿規定が改訂されました。令和5年度以降の投稿に適用します。　　様式10

●論文掲載

1．原稿は，和文・英文いずれでもよいが、臨床検査に関する知見のあるもの（医学・公衆

　衛生・医療一般）とし，年1回発行する。

2．投稿論文は未発表のものに限る．すでに発表されている場合には，その一部に多少の変

　更や追加があっても，基本的に同一内容であれば二重投稿とみなし，本誌への投稿は認

　めない。原稿は和文，英文いずれでもよい。

3．投稿者は島根県臨床検査技師会会員に限るが、特に依頼した場合はこの限りではない。

4．投稿原稿の採否は編集委員会の審査により決定する。

5．論文の投稿にあたり、投稿表紙（様式10－1）・投稿承諾書（様式10－2）・誓約書および同

　意書（様式10－3）を提出する。なお本誌に掲載された論文の著作権は、島根県臨床検査

　技師会に帰属する。

6．原稿は随時受け付けるが，最終締切日は原則として毎年1月末日とする。

7．倫理的配慮

　臨床研究は厚生労働省の臨床研究に関する指針に準拠する．（厚生労働省ホームページ

　「研究に関する指針」http：〃www．mhlw．go．jp／stf／seisakunitsuite／bunya／hokabunya／kenkyuji

　gyou／i－kenkyu／index．htmlを参照）。また必要に応じて被験者の同意と倫理委員会による

　承認を受けたことを記載する。

8．利益相反（COI：conflict　of　interest）

　投稿論文に関して特に企業製品の評価に関する論文に関して助成金を受けている場合

　は、その旨を必ず記載する。COIに関する事項については、その有無を利益相反申告書

　（様式10－4）に記載して報告する。

●執筆要領

1．本文は原則としてMicrosoft　Wordで作成する。フォントはMS明朝、　MSゴシック、

　Centuryなどの標準的なものとする。和文はA4版に横書きとし、英文はダブルスペー

　スで記載する。ページレイアウト設定は26字×20行×20枚程度、文字の大きさは10．5

　ポイントとする。句読点は、本文・文献・図表すべて「，」と「。」で表記する。略語を

　使う場合は、原則として要旨・本文ともに初出時に「フルスペル（略語）」で明示する。

　外国語の固有名詞は原語を、薬品などの化学用語は学術名を用いる。

2．和文要旨は400字以内、英文要旨は250words以内、　Key　words（5語以内）とする。

　本文の長さは図表を含めて，総説16，000文字以内，原著，技術論文，資料，症例報告

　8，000文字以内，その他4，800文字以内とする。
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3．論文の形式は、内容によって若干異なるが「目的」　「方法」　「結果」　「考察」　「結語」

　の順に記載する。統計処理を行った場合は、統計解析方法および使用ソフトを「方法」

　に記載する。謝辞がある場合は、本文の最後に記載する。

4．引用した文献は、右上肩付きで引用順に番号を記載する。図表の挿入箇所は本文中に明

　記する。（例）木村らの報告によると2），佐藤らの報告5＾7）と異なり．．．

5．表および図は必ず表題を記載し、記載位置は表の場合は表の上、図の場合は図の下とす

　る。また図表の表題、図表中の文字は、欧文もしくは和文とし、本文内の図表指示は和

　文で表記する。（例）表1，図1

6．図、写真は印刷製本に耐える鮮明なものを用い、原則としてオリジナルのものを使用す

　る。引用転載するときは必ず出典を明らかにし、必要に応じて出版元の許諾書類を添付

　する。図は解像度300dpi以上で作成し、　JPEG形式（．　jpg）またはパワーポイント形

　式（．pptx）のファイルとして提出する。表はExce1形式（．　xlsx）のファイルとして提

　出する。

7．文献は真に必要なもののみとし、本文末尾に引用順に一括して記載する。本文中の引用

　箇所に肩付きで、右片括弧にいれて記載する。著者名は3名以下の場合はすべて記載

　し、3名以上の場合は筆頭者のみ記載し、以下は「他」または「et　aL」と表記する。

　文献の書き方は下記のように統一し、欧文雑誌の略名はIndex　Medicusに従う。

　・雑誌の場合：著者名：題名．雑誌名巻：頁，　発行年

　　（例）Shimane　T，et　al：Usefulness　of　AFP．．．．Am　J　Med　33：125～130，2004

　　（例）島根太郎，他：肝臓癌におけるAFP…　　の有用性．島根医学検査33：125～

　　　　130，　2004

　・書籍、単行本の場合：著者名：題名．発行所，発行地，発行年，頁

　　（例）　島根太郎：島根医学検査の全容．島根医学書店，松江，2003，230～237

　・オンライン文献の場合：著者名：Webページサイト名，出版（又はアップデート

　　　　　　　　　　　　年，URL，資料にアクセスした日

　　（例）島根太郎：電子版島根医学検査，島臨技，2017，http：〃www．…　　，2017．5．1

●原稿の送付と校正

1．投稿の際には本文および表・画像データ、投稿表紙（様式10－1）、投稿承諾書（様式

　10－2）、誓約書および同意書（様式10－3）、利益相反申告書（様式10－4）をPDFに変換

　したものをE・mai1で提出する。

2．著者校正は原則として初稿のみとする。なお校正は間違いを修正する程度とし、軽微な

　修正程度とする。また別刷りは10枚を贈呈する。10部以上は実費負担となる。

●問い合わせ先

　〒690－8509　島根県松江市乃白町32番地1　松江市立病院検査部内

　　　　　　　「島根医学検査」編集委員会　　TEL　0852－60－8000　FAX　O852－60－8005
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